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海
上
保
險(marine insurance, Seeversicherung

)

硏
究
の
體
系

は
、
經
濟
學
的
、
經
牌
曇
的
お
よ
び
法
律
學
的
硏
究
の
三
部
'の
綜
合
よ
り
成
る 

も
の
.で
あ
る
。
ま
ず
經
濟
學
的
硏
究
は
海
上
保
險
制
度
の
硏
究
に
し
て
、

：

こ
れ
. 

を
經
濟
.上
の
一
の
仕
組
、
制
度
と
し
て
硏
究
し
、
海
上
保
險
の
槪
念
、
意
義
， 

効

用
•
効
果
、.肇

、
影
響
、
政
策
等
の
硏
究
が
：こ
れ
に
愿
し
、

一.

般
の
保
險
：
 

學
ま
た
は
保
險
論
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
.次
の
經
營
學
的
硏
究 

ば
海
上
保
險
事
業
の
矾
究
で
あ
っ
て
、
事
業
經
營
上
の
實
務
、
會
計
經
理
、
經

. 

I

態
お
よ
び
効
荦
の
硏
究
、
.
さ
ら
に
再
保
險
問
題
や
市
場
調
査
等
の
研
究
も 

含
め
て
、.
.こ
れ
は
保
險
經
營
論
ま
た
は
損
害
保
險
經
營
論
の

」

部
と
し
て
取
抜 

わ
れ
ぅ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
，そ
し
て
最
後
の
法

i

的
硏
究
は
個
々
の
海
上
保
險
契
： 

約
の
硏
究

——

法
典
、
約
款
、
判
例
の
解
釋
を
、芏
と
す
る

——

で
あ
.っ
て
,
海 

上
保
險
を
權
利
，
義
務
を
創
設
す
る
と
こ
ろ
：の
契
約
と

.し
て
、.そ
の
內
容
.を
硏 

ぐ
究
し
、
海
上
保
醫
特
办
法
律
お
よ
ぴ
慣
習
办
硏
究
を
中
心
と
す
る
海
上
保
險 

法
、.海
上
保
險
契
約
法
、
海
上
保
險
契
豹
論
と
じ
て
、

'

學
問
的
に
獨
立
の
存
在 

を
認
め
ら
れ
て
い
る
，も
の
で
あ
る
。.

V

 

諸
外
國
に
お
け
る
，海
上
保
險
の
硏
究
は
殆
ん
ど
法
律
學
的
硏
究
に
贬
ら
れ
て

四

六

£
1

四> 

.

い
る
。
ド
イ
ツ
の 

Bruck, 

H
a
g
e
n
,

 

Kisch, 

Lewis, 

Ritter, 

sie- 

v
e
w
i
tj
g
,
 u

r
l
i
c
F
V

 oight、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の 

Lowndies, M
c


Arthur, Marshall, Paris, Duer, p

trinips, ArnouldJwldridge,

:
G
o
w
,

 

T
e
m
p
i
e
m
a
n

 &

Q.r
e
e
n
a
c
r
e

等
、

一
流
の
海
上
保
險
學
裔
卽
海

.上
保
險
法
律
學
者
と
糖
し
て
：ま
ず
大
過
無
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
.こ
れ
は
海
上 

'保
險
事
業
が
海
上
保
險
な
る
法
律
關
係
を
賣
る
事
業
で
あ
っ
て
、

こ
れ
の硏
究 

は
海
上
保
險
契

g

の
丙
容
を
解
釋
し
、
保
險
契
約
者
間
の
取
引
の
實
際
.
實
體 

の
把
攝
に
は
、
ぜ
ひ.と

.%
正
確
.
廣
範
众
法i

の
知
識
に
ょ
る
こ
と
犬
で
あ 

る
か
ら
で
あ
る。

.

. 

• 

.と
こ
ろ
で
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
村
瀬
春
雄
博
士
の

「

海
上
保
險
講
義
要
領

」 

(

現
在
の
村
溜
保
險
全
集
中
の
.

「

海
.土
保
險
講
義
要
領

」

、
大
正
十
五
年
三
月
二
十 

入
白
、
：村
潮
保
險
全
集
刑
行
會
.\
淸
水
書
店> 
が
、
，各
國
の
法
®

習
と
海
上 

.

.保
險
契
約
に
っ
い
て
詳
述
せ
る
最
初
に
し
て
獨
自
の
名
著
で
あ
っ
た
が
、
以
來 

法
i

者
に
ょ
る
こ
の
方
面
め
研
究
成
果
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ 

は
そ
の
衝
に
當
る
べ
き
商
法
學
者
が
も
っ
ば
ら
商
法
中
の

.

.一.部
と
し
て
の
み
の 

,
海
上
保
險
法
の
硏
究
に
の
み
始
終
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
.；

「

法
薫
者
が
斯
く 

の
如
く
深
く
且
廣
く
海
上
保
檢
を
硏
究
し
な
い
關
係
上
、

.商
業
學
界
又
は
經
濟
、
 

學
界
.に
籍
を
置
く
學
者
が
、
彼
の
、

f

.る
谪
業
學
的
又
は
經
濟
學
的
知
識
を
基 

礎
と
し
て
、'法
®

i
の
法
典
解
釋
を
咀
嚼
し
、
.廣
く
內
外
の
海
上
保
險
法
、

海
上
保
險
約
款
、
海
上
保
i

習
等
を
硏
究
せ
ん
と
す
る
者
が
あ
る
。
我
國
に 

於
て
斯
か
る
意

f

に
於
て
梅
土
保
險
契
約
.の
硏
究
を
完
成
し
た
學
者
は
加
藤
由 

作
博
士 (
海
上
被
.保
i

益
論
、
'海
上
危
險
論
及
び
海
上
損
害
論

)

傅
士 (

海
上
保
險
契
約
論
上
卷
總
論
及
海
上
被
保
險
利
益
論
、
同
中
卷
海
上
保 

險
事
故
論
、
.及
同
下
卷
海
上
損
害
論

)

.の
ニ
者
ぁ
.る
の
み
に
し
‘.

て
、
.
明

洽

四

十

.年
瑣
以
f

著
の
名
‘を
恣
に
し
た

『

村
瀬
海
上
保
險

』

を
漸
く
昭
和
七
年
乃
至 

十
七
年
に.至
つ
て
_

し
た
の
で
あ
る
。

」

.(

以
上
引
用
は
葛
城
照
三
氏
.

n

海
上 

保
險
硏
究

J.——

："英
法
に
於
け
る
海
上
危
險
"
.の
硏
究I

上
卷
、
序
文
三_ 

K

、
'
昭
和 
一—-
十
四
年
十
一
，
月
ナ
日
初
版
發
行
、
：
損
，害
保
險
事
業
研
究
所

)

。

「

海
上
危
險
論」

：.

(

昭
和
七
年
十
ー
月
ニ
十
日
、巖
松
堂)

、「

海
上
損
害
論

」 

c

昭
和
十
年
十
月
ニ
十
：五
日
、
巖
松
堂

〕

、
.
.
'

「

海
上
保
險
概
要

」

{
昭
和
十一，ヰ
五 

月
五
日
、.巖
松
堂)

、「

海
上
被
保
險
利
益
論

」

：

(

昭

和

十

：ニ

年

ニ

月

十

--
0
、
巖
松 

8

、.

「

被

保

險

靈

の

證

」
c

昭
和
十
四
年
十

一

月
十
五
日
、
巖
松
堂

)

.、「

保
：
 

廳

論」
(

昭
和
十
七
年
、
巖
松
堂

)

、
.

「

保
險
論
.

(

總
論 > 」

(

.昭
和〕I

十
一
一
年
十 

，一‘月
.

1.1

十
四
日
、
：實
業
敎
科
書
株
式
會
社

)

、「

保

險

論

客

論

)」

' ( ：

昭
.和
一
一
十 

ニ
/-
ヰ
十
月
一
一
十
九
日
、
實
業
敎
科
寄
株
式
會
社

》

、：

「

海
上
保
險
講
義

」
(

昭
和
ニ 

十
四
年
，十；月
.五
日
、
巖
松
堂

)

、「

火
災
保
險
論

」

.

(

昭
和
ニ
十
芄
年
三
月
十
萆
日
、
 

;新
：紀
元
班

)

、
：

「

.ロ
ィ
ド
保
險
證
券
の
生
成

」
(

昭
和
ニ.十
八
年
六
月
十1
4日
、 

春
秋
社)

の
^
^
に
し
て
、
o
-s
o K

a
g
e
n
,

 seeversicileruILgsr

CD-cllt,

1938, F

獨
逸
海
上
保
險
法

——

獨
逸
海
上
保
險
普
通
約
款
論

」
C

昭
和
‘十
六
年 

十1

一
月
五
日
、fe
松
.堂)

お
ょ
び Ka

r
l

 F
er
d
i
n
a
n
d

 Reatz,. D
a
s

 R
e
c
h
t

 

der E
u
r
o
p

Bi
cfl

c
hen se©versicherpngsrech

-c+-' 

s

o.「

レ
ア
ッ
ツ 

猶
洲
海
上
保
險
法
史

」

.(

昭
和
十
九
年
十
ー
.月

十
日
.、
巖
松
堂.

)

；_の
譯
者
で
あ
：
 

.る
加
藤
氏
が
、
：そ
の
舊
著
書
の

「

海
上
保
險
概
耍

」

に
-.「

そ
の
後
時
局
の
變
轉 

(

開
職
.

—

戰
時
中
丨m
戰
.の
.こ
と
か……

筆
#
註)

，
貨
$

日
通
約
款
の.制
定
 ̂

ど
.Iの
た
め
に
こ
れ
に
幾
多
の
改
廢
增
補
を
行

.わ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た

」

ハ̂
 

,1

j
H
:頁)

.
，
ゆ

え

に

.

ハ.
.
.

F

そ
ご
.で
著
者
の
心
氣

1

II
も
こ
.め
てi (

序
.--
*
1頁
.

)

~1
海 

上
保
|

_」

と
改
名
し
、
裝
を
新
た
に
し
、
內
容
を
整
理

•
補
充
し
て
、
：
こ 

れ
を
ひ
と
た
び
改
訂

(

昭
和
ニ
十
八
年
三
月
ニ
十
五
日

)

し
、
さ
ら
に
再
訂
し

書

評

及

び

轺

介

て
、
し
か
し
て
主
とし
て
著
諸
の
大
學
に
お
け
る
講
義
用
と
し
て
發
行
せ
ら
れ 

た

の

が

で
.あ
っ
：て
、
論
理
は
簡
潔•明
確
，、
海
上
保
險
の
麥
黙
が
よ
く
統

- 

4

せ
A
れ
洗
煉
せ
ら
れ
て
述
べ
ら
れ
て
あ
つ
弋
、
こ
.の
學
問
に
關
係
あ
る
、
な 

'に
人
に
と
つ
て
ル
極
め
て
好
個
な
る
參
考
書
で
あ
る
。

.
本

書

は

そ

，
の

「

_
■」

C:
丨
一
.六
5
 :

の
冒
頭
に
お
い
て
、
海
上
保
險
取 

引
に
關
す
石
理
論
の
，賢
質
的
內
容
は
海
上
保
險
契
約
論
た
る
べ
き
を
指
摘
し
、 

他
.の
普
通
商
品
の
賣M
や
員
^
の
運
送
の
場
合
に
法
律
問
題
が
附
随
的
事
項
で 

あ
っ
て
、
そ
れ
自
體
が
取
引
の
金
耍
內
容
と
は
な
ら
な
い

必

と
相
違
し
、
海
上 

保
險
契
約
論.
"海
土
保
險
商
品
學
に
あ
っ
て
.は
、
そ
の.商
品
の
品
質
、
銘
柄
と 

は
保
險
者
の
擔
保
責
任
の
內
容
で
あ
り
、

'

T

保
險
考
は
如
何
な
る
場
合
に
如
何 

な
る
責
任
を
負
ぅ
べ
き
か
を
決
す
る

Q

は
全
く
契
約
ま
た
は
法
規
で
あ
っ

て
、 

.殊
に
海
上
保
險
に
あ
'っ
て
は
こ
め
黯
は
極
め
て
綿
密
に
定
め
ら
れ
な
く
て
は
な 

ら
な
い」(

'貧〕

°
电
の
學
問
の
：ホ
味
は
法
1

^
に
し
.て
、
そ
の1

に
際
し
て 

法
^

的̂
方
法
を
も
っ
て
せ
ず
、
M-
.營
學
的
方
.法
を
も
っ
て
す
る
過
を
犯
し
て 

は
な
ら
だ
い
と
。
■し
か
し
て
法
議
的
矾
究
の
便
利
の
た
め
に

.
は「

矶

畠1-
ハ
ー
一 

六
九
丨
三0
六
頁
>
船
舶
保
險
約
款
、
貨
物
保
險
普
通
約
款
お
よ
び

Lloydw. 

S
V
'
G
，，

Policy

.

.が
收
め■ら
れ
て.い
.る
。
.
.
.
.
.
.
.

「

第
一
編
海
上
被
保
險
利
益

論
.！(

一
 

七
丨
ー
ー
ー
セ
直
ソ
は
罾
豸
の
^

^

萬
門
と 

す
る
部
門
で
あ
っ
て
、..ま
ず
被
保
險
利
益
：

(insurable interest)

を
定
義 

し
て
.'

「

1
定
の
物
：

(

.俅

.險
0'
自
的)

.に
危
險
.(

保
險
麝
.故)

が
發
生
す
る
こ
と.
 

に
よ
っ
て
.
一
定
人

.

C

被
保'1
者
.

insured 〉
.

に

財
產
上
の
損
，害

を

興

え

る
虞

の 

.あ
る.
.
.力
.力
'る
人
と

物
と

：

.の

.關
係」

■'
;■( 

|、.八
頁)

ヾ
と
し
、
，，
こ
れ
と
關$3
:
し
，て
保 

險
債
額(insurable-value )、

保
險
評
價
額
ま
た
は
協
定
額.(policy 

valuation, 

agreed 

v
a
l
u
e
)

お
よ
び
保
險
金
額(a

m
o
u
n
t

 insured)

四
七

a
i

一
五)
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三
田
‘學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
三
號

■

等
ぶ
つ
い
て
説
明
し
、
生
な
海
上
被
保
險
利
益
と
し
て
、
船

舶

(ship, 

S
S
-

 

SS 1) 、
運
遂M(

f
r
eight)

、

船
費(dis'blirsements) 、

積
荷(ballast )

、 

希
望
利
益(expected profit 〕、

報
酬(

e
i
日
ぽ
ユ
目
'

)

、
保

險

に

關

ず

る 

費
用
，(Qharges of i

n
s
u
r
a
n
c
e
)

お
よ
ぴ
齡
員
の
給
科

(wages-r

等
に 

っ
ぃ
て

論
述
1
て

ぃ

る°
.

' 

.

「

.第

.

一

一

編

海

上

危

險

論

」
(

三

九

l
i

l

七

九

.頁

)

は

著

渚

が

本

書

.
に

お

い

て

 

警

力

を

注

い

，
だ

と

こ

ろ

セ

あ

る

が

、

ま

ず

保

險

法

上

の

危

險

a

s

k

)

な

る

 

語

を

「

こ

れ

を

.以

て

損

害

發

生

原

因

と

'1
.

て

.發

生

の

；
惧

ぁ

る

偶

然

な

事

故

を

指

 

す

も

の

1_
.

Q

1
九

頁

)

.
と

の

意

味

に

解

し

て

、

「

か

か

る

事

故

發

生

の

可

能

挫

を

 

指

す

毛

の

、

お

よ

び
か

が

る

可

能

性

の

測

定

材

料

で

ぁ

る

洛

種

の

事

情

、

す

な

 

わ

ち

危

險

事

情

」

A

三

九

頁

)

と

す

る

見

解

を

棄
.て

、

M

海

に

關

す

る

危

險H
 

海

上

危

險
..

(
m

a
r

i
t

l
n

i
e

 

p
e

r
i

l
)

と

は

「

一

定

航

>
海

事

業

に

關

連

を

有

す

る

 

各

種

の

危

險」
(

三

九

見

)

に

し

て

ノ

そ.の

：
主

な

る

も

の

沈

沒

、

坐

■

、

火

災

 

お

よ

び

燦

發

、•衝

突

、.
地

震

お

よ

び•海

嘯

、

海

賊

、

强

盜

お

よ

び

窃

盗

、

戰

_

 

の

危

險

、

官

の

處

分

、
；

.
船

員

の

非

行

等

を

順

を

追

っ

て

說

明

し

、

■
ま

た
「

例

外

 

と

し

て

海

上

保

險

者

の

負

擔

し

な

い

危

險

(

危

險

制

限)
」

、

種

類

的

蟹

、

原

 

因

的

■

、

.
原

因

力

的
1

、

結

果

的

ま

た

は

連

結

的

制

限

、

條

件

的

制

限

、

.
 

.時

間

的

制

限

お

よ

び

場

所

的

麗

に

つ

い

て

も

醫

し

、

さ

ら

に

「

保

險

の

目

 

的

の

性

質

ま

た

は

瑕

紙

」
(

n
a

t
u

r
e

 

o
r

 

i
n

h
e

r
e

n
t

 

v
i

c
e

 

o
f

 

t
h

e

 

s
u

b
j

e
c

t

丨 

m

a

t

t

e

r
s *
0 5
u

r

e

d

v

な

る

危

險

に

も

論

及

し

て

、

船

舶

，
に

關

す

る

.

そ

れ

と

 

積

荷

に

關

す

る

そ

れ

と

に

っ

い

て

述

べ

、

海

上

保

險

趴

間

ま

た

は

危

險

期

間

 

(
d

u
r

a
t

i
o

n

 

o
f

 

r
i

s
k

)

に

っ

い

て

は

航

海

保

險

(
v

o
y

a
g

e

 

p
o

l
i

c
y
)

と

期

 

間

保

險

. 

(
t

i
m

e

 

p
o

l
i

c
y

)

の

場

合

の

そ

れ

ぞ

れ

に

っ

き

說

明

し

、

最

後

に

海

.
 

上

保

險

に

お

け

る

危

險

の

變

更

お

よ

び

變

種

の

問

題

に

も

筆

を

進

め

.

て
懇
切
な.

• 

四
八 

<
1

ニ
六)

る
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

'

本

編「

第

三

節

：因
果
關
係

」

S

七
丨
六
六3

に
は
.特
に
興
味
を
引
く 

.

.

と
こ.
.

ろ
多
大
で
あ
る
。
.
近
因
說(

p
r
i
n
c
i
p
l

- a
o-f

'
c
a
u
s
a
.

 

p
r

o
x

i
m

a
)、

相 

當
因
果
關
係
說
、

自
然
成
行
說
と
三
說
を
例
擧
し
て
、

「

少
く
と
も
海
上
保
險 

法
に
お
け
る
因
果
關
係
に
.

つ■
い
て
は
、
本

說

(

自
然
成
行
說y

を
採
用
す
る
の 

が
：最
も
適
當
で
あ
る
と
信
ず
各

」
(

六
'
0
頁)

：.
と
。

そ
の
理
由
を
— |
.

1|
|
然
成
行 

說
に
よ
れ
ば
原
因
は
常
に
|

個
に
限
ら
れ
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
遠
因
ま
た
は
間
接 

的
危
險
が
近
因
ま
た
は
直
接
的
危
險
に
比
し
原
因
と
な
る
機
會
が
少
い
こ
と
に 

お
い
て
特
長
を
有
す
る
。

こ
の
説
は
比
較
的
近
因
を
重
視
し
、
今
日
に
お
け 

る
海
上
保
愉
取
引
の
通
念
に
最
も
よ
く
適
應
し
て

、
'
 

英
國
近
時
の
い
わ
ゆ
る
近 

.
因
說
の
解
釋
も
、
し

 

'は
し
、は
こ
の
精
_
.

に
支
@3
さ
.れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と

.
し 

て
い
る
。

. .「

第
三
編
海
上
損
害
論

」
C
1

八
〇
丨
ニ
四
ニ
頁

X

で
は
、

「

例
外
し
し
て
海 

上
保
險
者
の
掼
補
し
な
い
值

_

害」

で
は
觅
責
步
合.

(

ゅ
於§

5:
5

5
に
つ 

き
述
べ
、「

例
外
と
し
て
海
上
保
險
^

の
ま
補
す
べ
き
間
接
損
害

」

で
あ
る
共 

同
海
損
分
擔
額

(
g
e
n
e
r
a
l

 

a
v

e
r

a
g

e

 

c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
)

、
損
害
防
止
費
用
、 

損
害
調
杳
費
用

(
s
u
r

v
e

y

 

f
e

e
)

に
觸
れ
、
分
損
擔
保

(
w
i
t
h

 

a
v
e
r
a
g
e
,

 

W

 

へ
 

a

し
、
分
損
不
擔
保

(

f

r

®c>
-

f
r

o
m

 

p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
,

 

a
v
e
r
a
g
e
,

 

f
.
p
.
a
o、 

「
全
損
.ノ
 

ミ」

.

.
擔
保
.

(
-
t
o
t
a
l
l
o
s
s

 

o
n
l
y
,

 

T
.

L
.

O
.

'
f

r
e

e

 

o
f

 

a
l
l
.
a
v
e
r
a
g
e
,

 

I
\

A
.

A
.

)

に
お
よ
び
、
全
損

(
t

o
t

e
l

o
s

s
)
、

分
損(

p
a
r
t
i
a
l

 

l
o
s
s)

か
ら 

さ
ら
に
委
付

(
a

b
a

n
d

o
n

m
e

n
t

)

の
硏
究
に
と
至
つ
て
い
る
が
、
說
明
は
そ 

れ
ぞ
れ
要
黯
を
得
て
い
て
解
し
易
い
。

「

第
四
編
.
特
殊
海
上
.保
險
論」

(

ニ
四
三—

ニ
六
七
頁)

で
は
、
ま
ず
廣
義 

に
お
い
て
の
豫
定
保
險

(open policy or cover, soatin^dolicy
〕

新扉I
も,レ.
_ ごi辦:藤
_ 讓

けteぐ

hjに _  ：
I"
il
I p

J 

パ 

,/$ 

良
い
 

-
r;?
、
v ベ 

r 

*
;
,
'

イ
，
.

〜

K
\
t
:
r
i 

t
\
s 

' 

 ̂

^

の
一
種
で
あ
る
㈱_
の
#
定
保
險
H
■
ま
的
豫
定
保
險
=
«
罾
±
い
わ
ゆ
る
豫 

定

保

險(contilm

s-g

 p
o
l
i
c
y
)

と
船
主
の
®突

責

任

の

.
保

險

の

二

種 

に
っ
い
て
論
じ
、
.後
密
に
は
衝
突
せ
る
各
黻
の
損
害
塡
補
額
決
定
の
具
體
例
を 

七
頁
に
渉
づ
で
漭
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
に
興
味
深
•い
。

>
.

さ
て「

海
上
保
險
取
引
は
國
際
挫
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
諸
外
國
法
、
こ
と 

に

英

國

法

ま

た

は

約

款

を

も

そ

れ

に

關

連

せ

し

め

て

說

明

し

な

く

て

は

な

^
-
な 

い」
(

序)

、「

胄
上
保
ぬ
双
1̂
の
硏
究
に
は
わ
が
商
法
ま
た
は
海
上
保
險
約
款 

の
外
に
、：
英
米
海
上
保
險
法
ま
た
は
そ
の
海
上
保
i

款
の
研
究
が
.、必
：要
で
あ 

る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
比
較
法
的
立
場
か
ら
い
5
の
み
で

な

く
、
，
將

來

わ

が

國 

に
お
け
る
海
上
保
險
取
引
は
、
そ
れ
が
船
舶
の
場
合
で
-%
、
.積
荷
の
場
合
で 

も
、
益
々
英
米
法
の
支
配
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
.る」<11

頁)

。 

ょ
っ
て
本
書
は
必
要
に
應
じ
て
丹
念
に
隨
所
に
.
一
九
◦
六
年
'Ma

r
i
n
®

 :In

丨 

s
u
s
n
c
e

>
各
や
各
種
9

§
3
6

の
原
文
を
示
し
、
そ
れ
は
一:-1十
七
個
祈
に 

お
ょ
び
、
ま
た
數
多
の
註
に
お
い
て
も
原
次
を
汞
す
と
こ
ろ
が
多
い
。
.さ
ら
に 

本
文
中
に
お
い
て
も㈱
^
の
節
.
項
あ
る
い
は
款
に
お
い
て
英
法
や
英
目
ぬ
款 

の
規
定
に
考
察
を
施
し
た
も
の
五
個
所
に.し
て
、
卷
頭
の
.

1

般
的
參
考
書
の
目 

錄
で
は
邦
®
一
一
十
九
册
、
洋
書
三
十
八
册
を
例
擧
し
、
海
上
保
險
の
國
際
性
に 

鑑
み
、
そ
の
硏
究
の
主
眼
を
歐
諸
國
のこ
の
制
度
と
學
理
の
解
明
に
置 

い
た
，こ
と
は
、

の
一
特
色
と
稱
し
ぅ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

著
者
.
.一
.橋
大
學 

敎授商學傅士、

A
5
版
、
三
〇
六
頁
、
昭
和
卅
年
九
月
一
日
、
巖
松
堂
書 

席
、
四
：百
圆)
_ 

.
 
乂

庭
0

範

愁

.

ロ
ハ
；丨
ト
ソ
ン^

め
ぐ
る.「

效
用」

論
爭

.勞
®

値
說
に
關
す
る
最
近
の
興
味
あ
る
論
爭
が
本
誌
四
十
八
卷
十
一
號 

に
、
遊
部
教
授
の
手
に
よ
つて
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
効
用
概
念
に
っ
い 

て
の
論
爭
を
紹
介
し
た
い
。
し
か
し
前
論
爭
が
マ
ル
.ク
ス
經
濟
學
の
中
心
的
問 

題
で
あ
っ
た
に
對
し
、
こ
の
論
爭
は
近
代
經
濟
學
と
よ

ば
れ
る
理
論
の
主
流
か 

ら
み
れ
ば
一
.經
濟
學
者
のく

り

ご

とと
一
一
百つ
て

もよ
い
。

た
だ
經
濟
學
の
究
極 

の
主
題
だ
る
"「

經
濟
的
厚
生
，1
と
；い
ぅ
囊
を
考
え
る
と
き
、
何
ら
か
の
意
味 

で
ま
っ
わ
る
問
題
で
あ
り
、
最
近
再
び.活
撥
化
の
傾
向
をみ
せ
て
き
た
摩
坐
經 

濟
學
の
展
開
を
側
面
か
ら
理
解
す
る
た
め
に
も
面
白
い
論
审
ど
い
え
る
。

こ
の
論
爭
の
發
端
は
、
ビ
グ
ー
の
厚
生
概
念
に
對
す
，る
ロ
ビ
ン
ス
の
批
判
、 

匕
：
ッ•ク
ス—

ヵ
ル.ド
ア
に
よ
る
新
厚
生
經
濟
學
、
'、ハ
丨
グ
ソ
ン
丨
サ
ミ
ラ
エ
ル 

ソ.

ン
.
の
社
會
的
厚
生
函
數
と
展
開
し
て
き
た
厚
生
經
濟
學
を
、
'横
目
で
に
ち
み

な
が
ら
，ロ

ソ
ン
がv

ダ
ー
の
立
場
を
援
助
し
た
所
に
始
ま
る
。
從
て
彼

は
.基
數
論
者coardinalist)

で
あ
っ
た
。
こ
：れ.を
序
數
論
者.(ordinalist)

が
見
逃
ず
箬
が
な
い
。

ロ
ビ：

V

ス
、

ヒ
ッ
ク
ス
、'ケ
ネ
デ
ィ
、

ハ
ウ
タ
ッ
カ 

1
\
.ボ
ウ
ル
デ
ィ
ン
：グ
、,;
フ
リ
.丨
ド
マ
シ
等
が
こ
の
，論
爭
に
參
加
し
た
。
そ
の 

他
効
用
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
ベ
ネ
デ
ィ
ア
リ
、
サ
ミ
ュ
ぞ
ル
ソ
ン
、
ス
ド
ロ
ッ 

な
ど
が
種
々
な
展_
を
.み
せ
て
い
るP
以
下
は
こ
の
論
爭
の
要
約
的
な
紹
介
で

_
評
及
び
顧
介

四
九

(

二 1

七)


